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後期高齢者の入院医療について
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検討いただきたい主な論点
 入 院  
   

～「後期高齢者医療の在り方に関する基本的考え方」 ４ 後期高齢者にふさわしい医療の体系について より～ 

（１） 急性期入院医療にあっても、治療後の生活を見越した高齢者の評価とマネジメントが必要 
慢性期医療の提供においては、治療が長期にわたるために後期高齢者の生活を踏まえた医療を提供していくべきことは当然

であるが、急性期入院医療においても、後期高齢者の入院時から、退院後にどのような生活を送るかということを念頭に置い

た上で、その生活を実現するための総合的な治療計画を立てていく取組を進め、それを元にして入院医療を実施するほか、看

護や介護といったサービスとの連携体制を考えていくことが重要である。 
     

○ 退院後の生活を見通した総合的な入院診療計画が立てられ、また患者や家族に提供されることをどう考えるか。 
   
○ 住み慣れた地域や居宅系施設への早期退院に向けた総合的な評価ついてどう考えるか。 
 
○ 地域における医療・介護・福祉サービスを患者が有効に活用することをどう考えるか。 

など 

～「後期高齢者医療の在り方に関する基本的考え方」 ４ 後期高齢者にふさわしい医療の体系について より～ 

（４） 安らかな終末期を迎えるための医療 

・十分に理解した上での患者の自己決定の重視 
・十分な疼痛緩和ケアが受けられる体制 

終末期医療については、患者及び家族と医療関係者との信頼関係に基づく緊密なコミュニケーションの中で、患者及び家族

の希望を尊重しつつ、その尊厳を保つことに配慮した医療を実現していくべきであり、その具体的な在り方については、国民

の関心も高く、実践が積み重ねられる中で、今後とも慎重に議論を行っていくべき問題である。 

なお、現在、厚生労働省の「終末期医療の決定プロセスのあり方に関する検討会」において、「終末期医療の決定プロセスに

関するガイドライン」を早期に作成することとしている。      
  

○ 終末期に備えた患者の生前の意思や家族の希望を尊重することをどう考えるか。                     
など 
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